
昭 和48 年6 月5 日

区のお知らせ
第292 号( 1)

足 立 区
足 立 区 千 住 一 丁 目50

( 882) 1111

編集・発行/足立区役所

人 口 調 べ
( 昭和48年5月1日現在)
世帯192, 932　

男306, 460　

女296, 848　

計603, 308

( 前月より1, 730人増)

地
方
税
法
改
正
さ
る

住
民
税
の
控
除
額
を
引
上
げ

新
し
く
老
人
扶
養
控
除

佃
人
の
住
民
税
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

改
正
点

①
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
お
よ
び
扶

養
控
除
の
引
上
げ
(
表
I
参
照
)

②
老
人
扶
養
控
除
の
創
設

扶
養
親
族
の
う
ち
、
年
齢
七
十
歳

以
上
の
方
は
、
通
常
の
扶
養
控
除
(
十

二
万
円
)
に
か
わ
っ
て
、
老
人
扶
養

控
除
(
キ
四
万
円
)
が
行
な
わ
れ
ま

す
。た
だ
し
障
害
者
は
除
か
れ
ま
す
。

一
般
に
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
扶

養
控
除
(
十
二
万
円
)
と
別
に
障
害

者
扶
養
控
除
(
十
二
万
円
、
特
別
障

害
者
は
十
四
万
円
)
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
計
二
十
四
万
円
(
特
別
障
害

者
は
計
二
十
六
万
円
)
の
控
除
が
認

め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

⑤
寡
婦
の
範
囲
の
拡
大

昨
年
の
所
得
税
法
の
改
正
に
あ
わ

せ
た
も
の
で
、
夫
と
生
別
・
死
別
を

問
わ
ず
、
扶
養
親
族
そ
の
他
の
方
と

生
計
を
ひ
と
つ
に
す
る
子
を
有
す
る

寡
婦
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
寡
　

婦
控
除
(
十
二
万
円
)
が
認
め
ら
れ
　

ま
す
が
、
加
え
て
、
夫
と
死
別
し
た
　

寡
婦
(
夫
の
生
死
の
不
明
の
方
も
含

ま
れ
る
)
に
つ
い
て
、
扶
餐
親
族
が

な
い
場
合
で
も
、
合
計
所
得
金
額
が

百
五
十
万
円
以
下
一
に・あ
れ
ば
、
寡
婦

控
除
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
し
ぺ

④
障
害
者
・
溥
孫
・
勤
労
学
生
控
除
の

引
上
げ

そ
れ
ぞ
れ
、
十
万
円
か
ら
十
二
万

円
(
特
別
障
害
者
は
十
二
万
円
か
ら
　

十
四
万
円
)
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
　

た
。

⑤
障
害
者
・
寡
婦
・
動
労
学
生
の
非
課

税
限
度
額
の
引
上
げ

所
得
金
額
四
十
三
万
ま
で
の
方
　
　
(

前
年
三
十
(
万
円
)
は
非
課
税
と

な
り
ま
す

。

叨
特
別
区
民
税
所
得
割
の
税
率
改
正
　

別
表
n
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。畔

し
く
は
、
区
役
所
課
税
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
住
民
税
(
普
通
徴
収
)
納
税
通

知
一
は
、
六
月
匕
旬
に
お
送
り
い
た
し

ま
す
。

〔表I〕所得控除の改正

〔表I I 〕特別区民税所得割の税率改正

…着々工事すすむ…
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区
で
は
、
「
調
和
の
と
れ
た

住
み
よ
い
足
立
区
」
を
め
ざ
し

て
、
畏
期
基
本
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
一
つ
で
あ
る
教

育
事
業
の
充
実
を
図
っ
た
『
咀

扛
区
教
育
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
」

の
建
設
工
事
が
進
み
、
こ
と
し

十
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

所
在
地
は
、
竹
の
塚
二
丁
目
二

五
番
。
区
役
所
第
十
六
出
張
所

の
隣
で
、
竹
の
塚
駅
か
ら
歩
い

て
五
分
の
と
こ
ろ
で
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
区
内
で
初

め
て
の
大
型
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

や
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
・
展
示
ホ
ー

ル
・
視
聴
覚
蕈
V
T
R

室
・

実
験
室
・
教
育
機
器
室
な
ど
が

設
置
さ
れ
ま
す
。

都
住
入
居
者
募
集

(
地
元

割
当
)

花
畑
町
な
ど
に
一
三
九
戸

足
立
区
に
剖
り
当
て
ら
れ
た
都
営
住

宅
百
三
十
九
一戸
分
の
入
居
者
壽
集
を
次

の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

□
用
紙
交
付
期
聞

六
月
十
八
日
(
月
T
二
十
三
白
(
土
)
　
　

〈た
だ
し
。土
曜
日
は
午
前
中
で
す
　

の
で
ご
庄
意
く
だ
さ
い
)

□
用
紙
交
付
場
所

区
本
庁
舎
一
階
区
民
部
管
理
課
・
第

二
庁
舎
・
各
出
張
所

□
受
付
期
間

郵
送
は
六
月
二
十
六
日
(
火
)
ま
で

の
消
印
が
あ
り
、二
十
八
日
ま
で
に

足
立
郵
便
局
に
到
着
し
た
も
の
。ま

た
は
、六
月
二
十
六
日
ま
で
に
区
役

所
一
階
区
民
部
管
理
課
ま
で
持
参
し

た
も
の
に
瞋
り
有
効
で
す
(
そ
の
ほ

か
の
も
の
は
、受
付
け
い
た
し
ま
裃

ん
)
、

□
申
込
み
資
格

足
立
区
に
居
住
し
て
い
な
け
れ
ば
申
　

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
(
こ
の
場
合
佳
　

民
票
で
確
認
で
き
る
こ
と
)
。

※
申
込
み
用
紙
の
交
付
を
燮
け
る
際
、

お
米
の
通
帳
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
募
集
す
る
住
宅
と
戸
数

第
一
種

(
一
)
花
畑
町
五
六
五
一
ほ
か
I
九
　
　
　
　

士

言

(
(
)
西
保
木
問
三
丁
目
一
一
―
十
　
　
　
　

二
戸

第
二
種

(
二
十
)
花
畑
町
五
六
五
一
ほ
か
=
　
　
　
　
　

十
(
戸

へ
二
十
五
)
西
保
木
間
三
丁
目
一
一

―
八
戸

老
人
世
帯
向
住
宅
(
第
一
種
)

(
三
十
(
)
花
畑
町
五
六
五
一
ほ
か
　
　
　
　
　
　

I
五
戸

心
身
障
害
者
世
帯
向
住
宅
(
第
二
種
)
　
(

七
十
九
)
花
畑
町
五
六
五
一
ほ
か
　
　
　
　
　
　

1

二
戸

(
)
は
地
区
番
号

問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所
区
民
都
管

理
課
へ
ど
う
ぞ
。

■
都
営
住
宅

入
居
者
募
集
の

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
　

二
一
二
-
五
六
五
一

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か
ら

緑
を
守
ろ
う

こ
と
し
も
ま
た
、
緑
の
大
敵
ア
メ
リ

カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
す
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
幼
虫
は
二
(
月
初
旬

か
ら
七
月
中
旬
ま
で
と
、
(
月
中
旬
か

ら
九
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
の
年
二
回
発
生

し
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
さ
く
ら
ぶ
な
き
、

と
ね
り
こ
な
ど
の
葉
を
食
い
荒
ら
し
ま

す
。発

生
の
初
期
は
、
五
、
六
枚
の
葉
か

す
け
て
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
葉
を
取
っ
て
見
ま
す
と
、
ク
モ
の
巣

の
よ
う
な
中
に
小
さ
な
幼
虫
が
、
い
っ

ぱ
い
固
ま
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
葉
を
見
つ
け
次
第
切
り
取

っ
て
焼
い
て
し
ま
う
の
が
、
最
も
効
果

の
あ
る
退
治
方
法
で
す
。
こ
の
時
期
を

逸
す
る
と
幼
虫
は
分
敵
し
て
し
ま
い
、

薬
剤
散
布
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ

ん
。
ほ
う
っ
て
お
く
と
茶
色
の
筋
だ
け

の
葉
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

区
で
は
、
公
園
や
学
校
な
ど
の
公
共

崑
設
の
樹
木
の
防
除
を
行
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
木
が
あ
り
ま
し

だ
ら
区
役
所
公
園
課
管
理
係
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
工
場
や
個
人
所
有
の
樹

木
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
に
協
力
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
薬

剤
敵
布
に
必
要
な
噴
霧
機
は
、
各
出
張

所
で
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
防
除
方
法
の

ご
相
談
は
公
園
課
管
理
係
へ
ど
う
ぞ
。

違
反
広
告
物
を徹

去

都
と
区
で
は
、
町
の
美
観
と
風
致
を

維
持
し
、
公
衆
に
対
す
る
危
害
を
防
止

す
る
た
め
、
条
例
な
ど
に
よ
り
掲
出
を

規
制
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て

、
六
月
下
旬
に
違

反
広
告
物
の
一
斉
橄
去
を
行
な
い

ま

す
。
私
た
ち
の
足
立
区
を
よ
り
美
し
く

安
全
で
住
み
よ
く
す
る
た
め
に
、
み
か

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
の
連
絡
先
ほ

区
役
所
土
木
部
占
用
係
で
す
。

源
泉
徴
収
税
の

還
付
請
求
を

所
得
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
四

月
七
日
か
ら
昭
和
四
十
(
年
一
月
一
日

以
降
支
払
う
べ
き
退
職
手
当
等
に
つ
い

て
の
控
除
額
か
変
わ
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
一
月
一
日
以
降
で
、

旧
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の

額
が
、
新
法
に
よ
る
所
得
税
の
額
を
こ

え
る
場
合
は
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
還

付
跚
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

細
は
次
へ
ど
う
ぞ
。

足
立
税
務
署
曾
(
(
八
一
六
二
四
一

西
新
井
税
務
署
営
(
四
〇
一
一
一
一
一

善行青少年の

ご推せんを

み
な
さ
ん
の
お
近
く
で
、
次
の
よ

う
な
行
な
い
を
し
た
青
少
年
か
お
り

ま

し

た

ら
、

ど
う

ぞ

ご

推

せ

ん

く
だ

さ

い

。
区

で

は

そ
の

行

な

い

を

ほ

め

た

た

え
、
賞

状

と

バ

ッ

ジ
を

贈

っ

て

い

ま

す

。
そ

し
て

、
青

少

年

が
良

識

あ

る

社
会

人

と

し

て

成

畏

す

る
よ

う

は

け

ま
し

て

お

り

ま
す

。

▽

推
せ

ん

対

象
・・
・
①
勇

気
・

親
切

を

示
し

周

囲
を
明
る
く
し
た

②
公
徳
心
を

高
め
た

③
自
立
心
に
富
ん
だ
行

な
い

④
誠
実
・
責
任
・
努
力
が

認
め
ら
れ
る
行
な
い

⑤
そ
の
ほ

か
こ
れ
ら
に
凖
ず
る
　

眄
な
い
!
な
ど

▽
推
せ
ん
方
法
・
=
区
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

十
(
歳
未
岡
の
青
少
年

で
、
地
域
内
の
学
校
・

職
場
・
団
体
な
ど
か
ら

の
推
せ
ん
者
弋

青
少

年
対
策
地
区
委
員
が
ま

と
め
、
区
長
に
提
出
。

▽
提
出
先
・・・
区
教
育
委

貴
会
青
少
年
係
▽
推
せ
ん
期
限

・
:
昭
和
四
十
(
年
六
月
十
六
日

建
築
相
隣
関
係
問
題

調
整
制
度
が
発
足

最
近
、
中
高
一
建
築
物
の
建
設
が
ふ

え
、
こ
れ
に
伴
っ
て
日
照
、
テ
レ
ビ
受

儒
障
客
な
ど
の
相
隣
問
題
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
区
で
は
、
「
東
京
都
足
立

区
建
築
相
隣
関
係
問
題
調
整
制
度
要

綱
」
を
定
め
、
凋
盤
を
は
か
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
程
そ
の
調
整
貝
と
し
て
次
の
方

々
が
委
嘱
さ
れ
、
今
後
予
定
建
築
物
に

よ
っ
て
生
ず
る
相
隣
問
題
を
調
整
す
る

た
め
の
指
導
、
助
a
な
ど
を
行
な
い
、
問

題
解
決
に
努
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
周
囲
に
予
定
さ
れ
て

い
る
も
の
や
、
現
に
工
事
中
の
建
築
物

に
つ
い
て
の
疑
問
、
そ
の
ほ
か
問
い
合

わ
せ
は
、
区
役
所
建
築
課
毒
査
第
一
徭

・
同
第
二
係
・
相
隣
担
当
へ
ど
う
ぞ
。

〈
調
整
員
〉
敬
称
略

二
階
堂
信
一
(
弁
護
士
)

宇
田
川
己
吉
(
学
瞻
経
験
者
)
　

金
花
守
光
(
建
築
行
政
経
験
者
)

区民福祉センター・児童館・図書館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
お
年
寄
の
た
め
の
行
事
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
万
)
無
料

マ
ッ
サ
ー
ジ
六
月
七
日
(
木
)
午
前
九
時
将
棋
大
会
二
十
四

日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
定
員
五
十
名

■
趣
味
の
教
室
　
美
容
体
操
教
室
　
六
月
七
日
(
木
)
・
二
十
一
日
(

木
)
午
前
十
時
　
絵
画
教
室
九
日
(
土
)
午
後
一
時
　
バ
ッ
ク

の
染
め
　
十
四
日
(
木
)
午
後
一
時
材
料
費
七
百
円
　
生
花
教
室
　

十
五
日
(
金
)
午
前
十
時
定
員
三
十
名
材
料
賢
二
百
五
十
円
　
(

サ
ミ
・
雑
巾
持
参
　
木
目
込
人
形
教
室
　
二
十
日
(
水
)
午
後

一
時
材
料
費
千
五
百
円
(
サ
ミ
・
目
打
・
糊
ふ
き
ん
持
参
　
文

学
教
室
〈奥
の
細
道
》
二
十
一
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
　
手

芸
教
室
《
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
〉二
十
二
日
(
金
)
午
後
一
時
三

十
分
材
料
費
五
百
円
カ
J
タ
ー
・
鉄
筆
・
(
サ
ミ
・
裁
互
口
持

齡
　
創
作
紙
人
形
教
室
〈桃
割
れ
)
二
十
六
日
(
火
)
午
後
一
時

材
料
費
五
百
円
(
サ
ミ
・
も
の
さ
し
・
小
ふ
で
持
参

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
九
上
四
八
四

■
お
年
寄
の
た
め
の
行
事
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
生
花

教
室
　
六
月
(
日
(
金
)
・
二
十
二
日
(
金
)
午
後
一
時
定
員
二

十
名
　
詩
吟
教
室
　
九
日
(
土
)
・
二
十
三
日
(
古
午
後
二
時
　

無
料
指
圧
　
二
十
三
日
(
土
)
午
前
九
時
定
員
七
十
名
　
老
人
慰

安
民
謡
大
会
　
二
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
　
紙
人
形
教
室
　
二
十

七
日
(
水
)
午
後
一
時
定
員
二
十
名

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
九
七
-
五
〇
一
六

■
父
の
日
の
つ
ど
い
六
月
十
七
日
(
臼
)
午
後
二
時
三
十
分

■
お
年
寄
の
た
め
の
行
事
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
老
人
踊
り

教
室
(
日
(
金
)
・
十
五
日
(
金
)
午
前
十
時
三
十
分
　
老

人
将
棋
大
会
　
十
日
(
日
)
午
前
十
時
定
貝
五
十
名
　
老
人
マ
ッ

サ
ー
ジ
　
十
五
日
(
金
)
午
前
九
時
定
員
七
十
名

■
児
童
卓
球
大
会
　
七
月
一
日
(
日
)
午
前
九
時
三
十
分
定
員
小

学
生
五
十
名
・
中
学
生
三
十
名
申
込
み
は
、六
月
(
日
(
金
)
か
ら

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
一
丁
二
七
六
五

■
ギ
タ
ー
教
室
六
月
九
日
(
土
)
・
二
十
三
口
(
土
)
午
後
一
時

対
象
小
学
五
年
生
?
中
学
三
年
生

■
老
人
の
た
め
の
行
事
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
老
人
の

た
め
の
映
画
会
　
六
月
六
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
　
指
圧
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
　
十
二
日
(
火
)
午
前
九
鬨
　
踊
り
教
室
　
十
三
日
(

水
)
・
二
十
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
　
民
謡
教
室
　
十
四
日
(

木
)
・
二
十
一
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
生
花
教
室
　
十
五

日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
定
貝
二
十
名
　
お
茶
の
教
室
　
十
六

日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
　
老
人
囲
碁
大
会
　
二
十
七
日
(
水
)

午
前
十
時
三
十
分

定
員
四
十
名

<
各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
>

□
西
伊
興
児
童
館
　
(
九
七
上
(
九
四
(

■
み
ん
な
で
歌
お
う
　
六
月
十
日
(
日
)
午
後
二
時

■
卓
球
月
例
会
　
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時

□
図
書
館
の
催
し
物

■
子
ど
も
映
画
会
　
中
央
図
書
館
上
(
月
十
日
(
日
)
午
前
十
一
時

・
午
後
二
時
千
住
図
書
館
-
毎
週
日
曜
日
午
前
九
時
三
十
分
宮

城
図
書
館
-
二
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時
常
東
図
一
館
上
二
十
日
(

土
)
午
後
二
時

<
各
施
設
と
も
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
>

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101　 西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

か
び
の
は
な
し

今
日
も
昨
日
も
両
、『

あ
め
。

太
睛
の
細
が
こ
ん
な
に
も
恋
し
ぺ

家
中
ど
こ
も
洗
た
く
物
の
睥
輙
飾
。

家
庭
の
衣
食
住
に
と

。て

、
い
ち
ぱ

ん
主
婦
泣
か
せ
の
梅
隋
期
。

今
回
は
そ
の
う
ち
で
も
、
と
く
に

身
近
で
、
し
ま
つ
に
ね
え
な
い
「
か

ぴ
」
と
の
対
決
方
法
を
考
え
て
み
ま

し
た
。

。
か
び
の
発
胃
条
件

ま
ず
、
か
ぴ
の
紆
ひ
条
吽
旁
し
ら

ぺ
て
み
よ
う
。

・
栄
養
I
お
も
に
で
ん
枌
、
ぷ
ど
う

楠
顛
を
も
う
と
も
好
む
。

・
温
度
!

一
五
度
前
後
が
適
且

・
瀧
度
一
八
〇
%
以
上
の
高
い
瀰
度

を
必
要
と
し
、
四
〇
%
以
卞
に
な
る

と
龜
に
ね
と
ろ
え
る
。

・
酸
・
{・・・
ほ
と
ん
ど
の
か
ぴ
が
好
気

性
で
、
酸
素
を
こ
の
む
。
物
の
表
面

に
発
生
す
る
の
は
こ
の
な
め
。

・
梅
爾
と
か
ぴ
'
・
栂
雨
期
の
胝
纜
が

。
二
。
二
～
二
志
厦
、
湿
気
か
七
〇
一
九

〇
%

か
ぴ
の
繁
殖
に
は
絶
好
。

●
か
ぴ
は
ど
一
に
`
に
で
゛

か
ぴ
は
発
冐
粂

拌
が
そ
ろ
え
ぱ
、

な
ん
に
で
も
ど
こ

に
で
も
発
生
す
る

・
食
品
1
米
、气

そ
ば
粉
、
食
パ
ン

な
ど
の
で
ん
ぷ
ん

蹣
。
幡
物
傾
、
乳
製
品
が
妲
い
圖
。

食
ぺ
る
と
衂
性
の
食
中
毒
の
嘱
因
に

も
な
る
。

・
衣
類
I
呶
気
が
多
い
と
と
ろ
に
入

れ
て
お
く
と
駄
目
。
食
べ
も
の
の
し

み
は
、
と
く
に
注
意
が
肝
薺

。
か
び

た
あ
と
は
弱
く
な
る
。

・
求
具
や
鷆
材
I
木
製
品
、
金
属
皮

革
ゴ
ム
製
品
す
べ
て
に
は
え
、天
井
、

か
、ぺ
、
た
た
み
、
番
『

カ
メ
ラ
な

ど
に
も
害
を
与
え
烝
。

・

か
び
の
ふ
世
ぎ
方

・
食
a
T
・
湟
気
か
ら
し
や
断
す
る
こ

と
が
第
一
。
乾
物
、
乾
そ
う
野
菜
な

と
は
別
の
袋
に
入

れ
磚
子
び
ん
へ
。

み
弋
(
ム
、
ソ
ー

セ
ー
'
ジ
な
ど
は

サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
に

包
そ
う
し
て
涼
し

い
場
所
へ
。
冷
蔵

庫
も
過
憮
は
禁
吻
だ
。
乾
そ
う
剤
の

憐
用
も
い
い
。

・
衣
類
I
セ
ロ
(
ン
。紙
(
ト
ロ
ン
紙

で
包
み
、
さ
ら
に
ふ
・ろ
し
き
を
重
ね

て
、
茶
箱
へ
し
ま
う
。
乾
そ
う
剤
も

効
槊
か
あ
る
。
押
入
れ
は
上
段
ご
一

階
家
で
は
二
階
が
い
い
。
し
み
、
よ

ご
れ
は
手
ま
め
に
き
れ
い
に
す
る
。

・
家
具
縋
材
'
・
換
気
口
の
と
り
っ
け

と
耐
水
畦
の
材
鮎
‥、
防
か
び
剤
入
り

『の
嬢
科
旁
使
用
ず
る
。
雨
も
り
は
皐

め
に
鯲
瑰
。
叭
な
ど
の
皮
革
製
晶
に

は
乾
そ
う
さ
せ
る
こ
と
ぺ

か
ひ
ど

め
薬
入
り
の
ク
リ
F
ム
も
あ
る
。

あ
な
た
の
梅
雨
対
策
は
い
か
が
で

す
か
。
晴
れ
た
時
は
必
ず
窓
を
閭
放

し
て
、
換
気
を
お
忘
n
な
く
。

■
栄
養
教
室

日
時―
6
/
2
0
・
6
/
2
5
・
6
/

忿
s
9
1
/
2
4
″
7
/
4
1
吟
r
/
9

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分

受
講
料
-
三
百
円
{
テ
キ
ス
ト
代
含

む
}
会
場
卜
東
和
保
健
相
談
所

申
込
方
法―
(
ガ
キ
ま
た
は
、
I
晒

で
東
和
保
蛯
相
談
所
(
`
卜
匸
一
〇
足

立
区
東
和
四
丁
目
{
○
一

三
　

六

〇
六
一
四
一
七
一
}
へ
、
六
月
二
十

日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

足
立の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
2
6
)

―
―
千
住
二
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
一―
―

勝
山

準
四
郎

二
丁
目
は
千
住
嘸
の
中
心
で
あ
っ
た
。
一
幅
五

間
長
さ
百
十
六
間
(
二
百
十
メ
ー
ト
ル
余
)
で
町

内
を
通
る
街
遭
(
旧
遭
)
で
あ
る
が
、
こ
の
両
側

に
、
は
た
ご
屋
、
商
家
が
軒
を
つ
ら
ね
て
い
た
。

安
政
七
年
(
万
延
元
年
-
一
(
六
〇
)
の
人
別

帳
(
戸
籍
台
帳
)
に
よ
る
と
家
数
三
百
四
十
五
軒

人
数
千
六
百
十
九
人
と
記
s
さ
れ
て
い
る
。細
か

に
言
う
と
男
が
七
百
五
十
七
人
女
が
(
百
六
十
二

人
で
、
女
か
百
人
以
上
多
く
な

。て
い
る
。
こ
れ

は
客
商
売
の
店
か
多
か
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
村
高
は
二
百
三
十
一
石
(
斗
五
升
(
同
年
)

と
あ
る
。
こ
の
数
は
町
内
持
の
耕
地
五
十
三
町
歩

余
か
ら
の
農
作
物
を
米
に
換
算
し
た
収
穫
見
込
量

で
あ
る
。
こ
の
田
畑
は
表
通
り
に
屋
敷
を
持
っ
た

二
十
四
軒
の
所
有
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
こ
の
家
々
は
皆
商
売
を
し
て
い
た
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
余
業
(
片
手
間
)
で
あ
っ
て
、

本
業
は
百
姓
と
言
・つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
文一

な
ど
に
は
、
は
た
ご
量
纜
世
百
姓
向
兵
衛

と
名
乗
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

従
っ
て
先
の
総
戸
数
の
大
半
は
借
地
、
借
家
人

で
こ
の
割
合
か
ら
み
て
も
町
場
の
形
を
す
で
に
と

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
町
に
か
か
る
税
金
(
年
貫
)
や
宿
場
用
の
伝
馬
、

人
足
の
負
担
は
す
べ
て
こ
の
二
十
四
軒
が
分
担
し

た
の
で
あ
る
。

宝
暦
(
年
(
一
七
五
(
)

の
年
貢
を
み
る
と
、

米
四
十
四
石
五
斗
五
升
、
永
(
永
楽
銭
の
意
、
昔

通
の
鋏
の
四
倍
)
四
十
七
貫
百
六
十
九
夊
を
割
当

て
ら
れ
、ま
た
伝
馬
二
十
四
疋
分
(
年
額
一
疋
―
二

両
二
分
の
金
納
)
や
‘負
担
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
こ
の
時
代
は
、税
金
は
す
べ
て
土
地
を
持
っ
た

百
姓
だ
け
が
出
さ
せ
ら
れ
、借
地
、備
家
人
は
も

ち
ろ
ん
商
兇
で
は
ど
ん
な
に
繁
晶
し
て
も
、た
ま

に
冥
加
金
(
臨
時
税
)
を
出
す
位
で
ほ
と
ん
ど
無

税
で
あ
っ
た
。ま
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
侍
階
級
、

使
用
人
)
な
ど
は
、
顏
っ
て
も
税
は
納
め
ら
は
な

か
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
か
ら
百
姓
た
ち
も
、
多
少
の
賚
本

の
あ
る
も
の
は
、
余
業
を
は
じ
め
る
し
、
幕
府
は

余
業
熱
心
の
あ
ま
り
本
業
の
耕
作
が
お
ろ
そ
か
に

な
る
と
し
て

、
や

。
き
に
な
っ
て
禁
令
や
ら
銅
壷

を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
い
き
さ
つ
の
文
書
は
区
内

に
も
二
、
三
残
っ
て
い
る
か
、
後
の
機
会
に
紹
介

し
て
み
た
い
。

さ
て
二
丁
目
は
、
さ
い
わ
い
戦
災
を
ま
ぬ
が
れ

た
。
そ
れ
だ
け
に
ど
こ
か
落
着
い
た
ふ
ん
い
気
が

残
っ
て
い
る
。
殊
に
旧
遭
か
ら
細
い
路
地
を
通
っ

て
裏
通
り
へ
抜
け
て
み
る
と
、
何
か
古
い
千
住
が

活
き
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

し
か
し
こ
の
情
緒
の
残
る
路
地
も
眥
か
ら
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
古
い
町
剖
図
を
み
る
と
、
町

境
に
だ
け
細
い
野
遭
が
通
っ
て
い
る
だ
け
で

あ

る
。
こ
れ
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
一
軒
分
の
屋

敷
が
表
か
ら
裏
ま
で
つ
き
抜
け
て
お
り

、
二
丁
目

で
言
う
と
、
東
側
十
四
軒
西
側
十
軒
が
短
冊
を
並

べ
た
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た
だ
け
な
の
で
、
隣

家
と
の
間
に
路
地
は
い
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

嘸
が
発
展
し
裏
庭
に
家
作
な
ど
を
造
っ
て
賃
す

よ
う
に
な
っ
て
路
地
は
つ
く
ら
れ
た
。
明
冶
年
間

の
地
図
に
は
っ
き
り
こ
の
路
地
が
記
入
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
で
勝
専
寺
の
参
道
は
、
町
剤
の

は
じ
め
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

(
こ
の
項
つ
づ
く
)
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特
別
区
職
員
募
集

―
―
大
学
卒
程
度
―
―

特
別
区
で
は
、昭
和
四
十
九
年
四
月
　

一
目
以
降
採
用
予
定
の
職
員
を
次
の
と

匐
り
寡
集
し
ま
す
。

職
種
…
事
務
/
土
木
/
建
築
/
機
械
/
　
　
　

一
気

資
格
…
学
麼
を
間
わ
弌
昭
和
二
十
　

一
年
四
月
一
言

か
ら
昭
和
一二
十
七

年
四
月
一
日
求
で
に
生
ま
れ
た
者

職
種
…
化
学
/
造
園
/
軅
祉
拑
導

資
格
1
学
歴
啻
閧
わ
ず
、
昭
和
十
九

年
四
弖
一
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

試
験
日
…
昭
和
四
十
(
年
七
月
一
日
　

(
日
)

申
込
期
限
…
(
月
二
十
日
ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
特
別
区
人
事

厚
生
事
務
組
合
人
事
管
理
調
査
室

(千
代
田
区
九
段
北
一一
一一
四

東
京
区
政
会
館
内

啻
二
六
五
―
〇

六
七
一
)

東
京
都
職
員
募
集

追
加
採
用
・
新
規
採
用

都
で
は
、昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日

以
降
、就
職
で
き
`
y
万
(
大
学
卒
・
高

校
卒
程
度
…
追
加
採
用
)
と
昭
和
四
十

九
年
四
月
一
日
以
降
採
用
予
定
の
職
員

(
大
学
塋
極
度
i
新
規
採
用
)
奢
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
追
加
採
用
試
験

職
種
　
大
学
卒
程
度
‘
土
木
/
建
築
　

高
恒
鴛
涜
I

事
務
/
土
木
/
鵐
築

資
格
　
大
学
卒
裡
度
・・・
昭
和
二
十
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
六
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
だ
者

高
校
卒
程

度
・・・
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
百

か
ら

昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

試
験
日
　
四
十
(
年
七
月
一
日
(
日
)

口
新
規
探
用

職
種
・
資
格
・
試
験
日
と
も
特
別
区

職
員
募
集
要
讖
と
同
じ
。

申
込
期
間
…
―
六
月
四
日
(
月
)
ヱ
(
月
　

六
日
(
水
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
追
加
拝
用
試

験
、
新
規
採
用
と
も
、
東
京
都
人
事

委
員
会
事
務
局
任
用
部
試
験
課
(
千

代
田
区
有
楽
町
ニ
-
ニ
一
東
京
交
　

通
会
館
内
啻
‘一
二
T

六
九
六
闢
)

巒
'
込
用
紙
は
、
東
京
都
職
員
、
特
別

区
職
員
と
も
に
ほ
役
所
受
付
、
第
二
庁

舎
管
理
係
、
各
襴
祉
事
楞
所
に
あ
り
ま

す
。

老
人
福
祉
手
当
(
ね
た
き
り
)

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い

老
す
い
や
傷
病
の
た
め
、
寝
た
き
り

(
ま
た
は
寝
た
き
り
に
凖
ず
る
状
態
を

含
み
ま
す
)
老
人
に
、
福
祉
手
当
の
支

給
制
度
が
爽
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
要
件
に
咳
当
す
る
方
は
蹐
求
で

き
ま
す
の
で
、
至
急
に
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
六
月
中
に
申
請
し

ま
す
と
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

一
、
支
給
要
件

区
内
に
居
住
す
る
六
十
五
歳
以
上
で

次
に
該
当
す
る
方

(
1
)
自
宅
に
い
る
場
合

寝
た
き
り
か
、
寝
た
き
り
に
単
ず
る

状
態
が
六
か
月
以
上
続
い
て
い
て
、
今

な
お
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

(
2
)
入
院
し
て
い
る
場
合

病
院
(
精
神
科
の
病
院
を
含
む
)
に

引
き
続
き
六
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る

場
合
は
、
ね
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
も

の
と
し
て
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

注
1
、
本
人
や
廖
族
の
所
得
に
関
係
な

く
支
給
さ
れ
ま
す
。

2
、
老
人
ホ
ー
ム
、
救
喫
施
設
に
入
　
　

所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

二
、
手
当
の
金
観

月
額

五
千
円

三
、
請
求
先
と
提
出
書
類

(
1
)
区
役
所
老
人
助
成
葆

閖
老
人
攜
祉
手
当
認
定
申
請
番
、
&
民

禀
の
家
族
全
員
の
写
し
、
口
座
振
魯

依
頼
一

四
、
手
当
の
支
払
時
期

毎
年
四
月
、
(
月
、
十
二
月

申
請
と
問
合
せ
は

区
役
所
老
人
助
碇
係
へ
ど
う
ぞ
。

部
落
問
題
の
理

解
の
た
め
に
(
1
5
)

江
戸
時
代
の
中
期
に
な
る
と
、
幕

府
の
支
配
体
制
は
助
揺
を
示
し
、
そ

の
支
配
の
基
礎
で
あ
る
身
分
制
度
が

ゆ
る
み
は
じ
め
た
。

重
い
年
貫
の
た
め
に
各
地
で
百
姓

一
揆
が
起
こ
り
、
生
活
に
苦
し
む
人

々
が
流
浪
し
て
都
市
の
周
辺
に
住
み

つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
都
落

民
が
身
分
を
か
く
し
て
都
市
に
入
っ

て
く
る
と
い
う
現
象
が
あ
ら
わ
れ
だ

し
た
。

支
配
者
は
そ
の
よ
う
に
身
分
制
度

が
く
す
れ
、
そ
れ
に
疑
い
を
い
だ
く

者
か
で
て
く
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
そ

れ
で
、農
民
一
揆
を
鎮
圧
す
る
た
め
、

「
エ
タ
」
を
先
頭
に
立
て
て
、
農
民

と
の
分
裂
を
は
か
っ
た
り
、
「
エ
タ

狩
り

」
を
し
た
り
し
て
、
身
分
制
厦

を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、

部
落
民
に
対
し
て
は
増
々
差
別
を
強

め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
支
配

者
間
の
対
立
を
あ
お
っ
て
い
っ
た
。

一
(
七
一
年
(
明
治
四
年
)
に
、

い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
が
出
さ
れ
て

百
年
余
り
た
っ
た
現
在
、
ま
だ
部
落

差
別
が
温
存
・
助
長
さ
れ
て
い
る
の

は
、
部
落
民
と
一
般
勤
労
者
お
よ
ぴ

労
働
者
と
を
分
裂
・
対
立
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
支
配
体
制
骨
維
持
せ
ん

が
た
め
で
あ
る
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
都

啻
(
(

四
-
三
匕
(
五
)

現 況 届 を お 忘 れ な く

児童手当・児童扶養手当など
児
童
手
当
・
児
童
扶

養
手
当
な
ど
を
受
給
し

て
い
'
一
y
万
は
、
毎
乍
六

月

中

に

現

況

届

を
提

出

し

て

い

た

だ

く
こ

と

に

な

っ
て

い

ま

す
。
こ

の

届

け
出

を

し

な
い

と

手

当

の

支

給

を

受

け
ら

れ

な

く
な

り

ま

す
の

で

、

ご

注
意

く

だ

さ
い

。

〇
児
童
手
当

手

当

を

受
給

し

て

い

る

方

に

は

、
往

復
(

ガ

キ

に

よ

る

届

奮

を

送
付

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
、
押

印
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

昭
和
四
十
(
年
一
月
一
日
現
在
、
足
立

区
外
に
住
ん
で
い
た
方
、
前
住
地
の
区

市
町
村
が
発
行
す
る
昭
和
四
十
(
年
度

の
所
得
証
明
が
必
要
で
す
。
-
以
下
、

児
童
扶
髮
手
当
な
ど
の
場
合
も
同
じ
。

〇
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当こ
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

証
書
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
区
役
所
二

階
児
寫
手
当
係
へ
き
て
く
だ
さ
い
。

〇
児
童
手
当
金
振
込
み

児
童
手
当
六
月
期
の
支
払
い
は
、
六

月
十
二
日
に
措
定
の
金
廠
機
関
に
振
込

み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
児
童
手
当

係
へ
ど
う
ぞ
。

国
民
年
金
保
険
料

免
除
の
申
講
を

七
月
三
十
一
日
ま
で

次
に
該
当
す
る
方
は
、
昭
和
四
十
八

年
度
分
保
険
料
(
四
十
八
年
四
月
～
四

十
九
年
三
月
分
)
か
免
除
に
な
り
ま
す

の
で
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
免
除

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
国
民
年
金
の
障
害
年
金

。
障
害
福
祉

年
金
・
母
子
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方

▽
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

▽
所
得
が
な
い
方

▽
保
険
料
を
納
め
る
の
が
、
大
変
困
難

な
方

申
請
は
、
区
役
所
国
民
年
金
課
、
ま

た
は
お
近
く
の
出
張
所
へ
。

冷
凍
食
品
講
習
会

日
時
　
六
月
二
十
九
日
(
金
)
午
　

後
一
時
三
十
分
?
四
時

会
場
　
東
和
保
健
相
岐
所

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
ま
た
は
、
一
　

話
で
、
東
和
保
健
相
談
所
(
〒

こ

○
足
立
区
東
和
四
丁
目
一

〇
-
三

曾
六
〇
六
-
四
一
七

一
)
へ
ど
う
ぞ
。

掲
示
板

■

心

身

障

害

者
(

児
)
　
　

巡

回

相

談

▼
日
時
上
(
月
二
十
日
(
水
)
午

後
一
時
～
三
時

▼
場
所
-
鹿
浜
西
小
学
校
体
育
館
　

▽
東
武
バ
ヌ
・
鹿
浜
循
環
(
西
新

井
駅
前
乗
車
・
鹿
浜
二
丁
目
下
車
徒

歩
5
分
)
▽
都
バ
ス
-
王
子
駅
-
亀

有
駅
(
旄
浜
三
丁
目
下
車
徒
歩
8
分
)

▼
相
談
内
容
-
生
醺
の
こ
と
・
医
療

禰
装
具
・
職
業
・
年
金
・
手
帳
交
付

施
股
入
所
な
ど

▼
問
い
舍
わ
せ
I
西
部
礪
祉
事
務
所

啻
(
九
七
一

五
〇
一
一

■

愛

の

献

血

を

六
月
の
移
動
採
血
日
程

六
月
七
日
(
木
)
花
畑
小
学
校

六
月
十
四
日
(
木
)
区
本
庁
舎

六
月
十
八
日
(
月
)
本
木
小
学
校

六
月
三
十
日
(
土
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～

午
後
三
時
ま
で
で
す
。
(
た
だ
し
、

午
前
十
一
時
三
十
分
?
午
後
○
時
三

十
分
は
啼
く
)

■

気

象

購

習

会

▽
日
時
七
月
三
日
(
火
)
・
四
日
　
　

(
水
)
・
五
日
(
木
)
午
後
六
時

～
九
時

▽
場
所
L
区
役
所
七
階
大
会
継
室

▽
受
講
賢
格
↓

六
歳
以
上
の
一
般

区
民
(
区
内
在
助
・
在
学
を
含
ひ
)

で
三
日
聞
受
講
で
き
る
者
。

▽
定
員
一
一
〇
〇
名
(
定
輿
に
な
り
　

次
第
締
切
)

▽
受
講
料
I
無
料

▽
申
込
方
法
L
所
定
の
用
紙
、
ま
た
　

は
往
復
(
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
　

年
齢
・
職
業
・
連
絡
先
を
明
紀
の
　

う
え
、
区
教
育
委
員
会
体
育
諌
　

「
`
」
匸
一
〇
足
立
区
千
住
仲
町
苙
　

十
八
)
へ
ど
う
ぞ
。

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健

康
体

操

教

室

開
催
　

▽
日
時
　
五
月
か
ら
毎
週
水
曜
日

午
後
六
時
三
十
分
?
(

時
三
十
分
　

▽
場
所
　
区
立
第
十
五
中
学
校
体

育
館

▽
対
象
　
十
五
歳
以
上
の
区

民
(
高
校
生
を
除
く
)

▽
参
加
方

法
　
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
参
加
費

無
料

氷
参
加
者
は
運
助
の
で
き
る
服
装
で

。運
動
靴
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
青
委
員
会

体
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

■

消

化

器

の

押

し

売

り

に

ご

注

意

最
近
、
区
の
職
員
や
消
防
暑
の
職

員
と
称
し
て
、
消
化
器
を
売
り
歩
く

者
が
あ
り
ま
す
が
、
区
・
消
防
署
で

は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
い
っ
さ
い

行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
も
し
ご
不

審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
へ
ご

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

区
役
所
災
客
対
策
担
当
、
千
生
消

防
署
営
(
(
ニ
-
〇
一
一
九
、
西
新

井
消
防
署
曾
(
(

六
!
四
一
(
七

■

足

立

区

新

作

優

良

家

具

見

本

市

足
立
区
で
は
優
秀
な
家
具
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
区
民
の
方
に

優
秀
な
家
具
を
ご
覧
い
た
だ
こ

う

と
、
区
と
足
立
家
具
組
合
連
合
会
の

共
禅
で
「
餡
十
三
回
足
立
区
新
作
優

良
家
具
見
本
市

」
を
開
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
六
月
五
日
(
火
)
上
(
日
　

(
水
)
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
場
　
都
立
産
葉
会
館
台
東
館
(
台

東
区
花
川
戸
二
上
(
I

五
)

交
通
機
関
　
東
武
締
浅
車
駅
下
車
徒
　

歩
五
分
(
観
音
様
わ
者
)

■

婦

人

・
家

庭

教

育
　

学

級

開

催

中

▽
会
場
(
開
設
期
間
)
・・・
婦
人
学
扱

-
第
十
六
史
1
1
/
1
6
ま
で
)
・
鹿

浜
小
(
6
/
2
8
ま
で
)

家
庭
教
腎

学
級
-
加
平
小
(
6
/
1
9
ま
で
)
　

・
花
畑
篇
一
小
(
7
/
6

ま
で
)

▽
参
加
資
格
・
・
・
区
内
在
住
の
方
、
年
　

齡
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

▽
参
加
料
・・・無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
教

冐
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

■
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
　

七
月
一
日
か
ら
区
立
公
圃
プ
ー
ル

を
闘
設
す
る
た
め
、大
学
生
、ま
た
は

高
校
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
募
集
人
員
は
四
十
名
。
く

わ
し
く
は
、
公
園
課
管
理
係
へ
。

■

児

童

生

徒

の

作

文

募

集

応
募
資
格
　
小
学
校
五
～
六
年
生
、

中
学
校
一
圭
二
年
生

課
題
(
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
)

…一
「
簡
易
保
険
」
ま
た
は
、
こ
れ

と
関
係
あ
る
も
の

叨
自
由
題

原
稿
枚
数
　
四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
　

で
五
枚
以
内

応
募
方
法
　
六
月
三
十
日
ま
で
に
、

も
よ
り
の
郵
便
局
へ
持
参

問
い
合
わ
せ
は
、足
立
郵
便
局

(
曾
(
(

一
一
三
三
〇
〇
)
・
足
立

北

郵
便
局
(
啻
(
(
=
T

二
八
九

三
)

。
足
立
酉
郵
便
局
(
曾
(
九
六

¶
二
二
一
(
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

訂
正

五
月
二
十
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
、青
年

グ
ルー
プ
活
助
購
座
の

記
事
を
次
の
よ
う
に
訂
正
し
ま
す
。

期
日
　
6
/
1
2
-
f
7
/
1
2
毎
火
末
皿
会
場
　

足
立
区
青
年
館
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